
 

 

大
斎
節
を
大
切
に
過
ご
す 

 
 

 
 

司
祭 

グ
レ
ー
ス 

神
崎 

和
子 

今
年
２
０
１
８
年
は
、
復
活
日
が
４

月
１
日
に
な
り
ま
す
。
例
年
と
比
較
し

ま
し
て
、
今
年
は
早
春
に
訪
れ
る
復
活

日
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。 

そ
し
て
復
活
日
の
前
に
は
大
斎
節

が
あ
り
ま
す
。
英
語
で
「
レ
ン
ト
」
と

も
言
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は 

元
来
「
春
」

を
意
味
す
る
言
葉
で
す
。
こ
の
大
斎
節

は
40
日
間
あ
り
ま
す
。 

大
斎
節
の
起
源
は
最
初
、
復
活
日
に

洗
礼
を
受
け
る
た
め
に
長
ら
く
準
備
を

し
て
き
た
志
願
者
が
、
最
後
に
迎
え
る

期
間
と
し
て
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
れ

ら
の
日
々
は
、
そ
の
後
、
大
罪
を
犯
し

聖
餐
の
交
わ
り
を
断
た
れ
た
信
者
た
ち

が
、
復
活
日
に
再
び
陪
餐
で
き
る
よ
う

に
、
悔
い
改
め
、
断
食
や
憐
れ
み
の
業

を
行
な
う
期
間
と
も
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
「
全
教
会
の
人
々
が
悔
い

改
め
と
断
食
を
も
っ
て
復
活
日
を
迎
え

る
期
間
」へ
と
変
わ
っ
て
行
き
ま
し
た
。 

断
食
は
、
現
在
で
は
大
斎
始
日
（
灰
の

水
曜
日
）
と
聖
金
曜
日
（
受
苦
日
）
の 

２
日
間
に
行
な
う
の
が
一
般
的
で
す
。 

現
実
の
生
活
で
は
、
実
際
断
食
を
行 

な
う
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
か
も
し 

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
喜
び
の
復
活
日
を

思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
そ
の
前
に
今
一

度
、
信
仰
的
な
行
な
い
を
よ
り
強
く
意

識
し
た
り
、
初
心
に
戻
り
、
洗
礼
志
願

者
の
よ
う
に
、
教
会
の
信
仰
や
聖
書
を

学
び
直
す
良
い
機
会
と
な
る
の
で
は
な

い
で
し
よ
う
か
。 

ま
た
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
喜
び

の
ご
復
活
を
表
す
祭
色
「
白
」
を
用
い

る
前
に
、
「
紫
」
の
色
で
表
わ
さ
れ
る

悔
い
改
め
の
期
間
を
持
つ
こ
と
は
、
そ

の
時
々
の
区
切
り
や
意
味
を
理
解
す
る

た
め
に
も
重
要
で
す
。 

 

三
光
教
会
は
、
こ
れ
ら
の
礼
拝
を
伝

統
的
に
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
現
在

で
は
大
斎
節
の
諸
礼
拝
を
き
ち
ん
と
行

な
っ
て
い
る
教
会
は
、
東
京
教
区
の
中

で
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
「
十
字

架
の
道
行
き
」
の
礼
拝
を
大
切
に
行
な

っ
て
い
る
教
会
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
他
教
会
か
ら
三
光
教
会
の

礼
拝
に
参
加
し
て
下
さ
る
方
々
も
お
ら

れ
ま
す
。 

 

三
光
教
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
主
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
で
の
受
難

を
覚
え
、
ま
た
主
イ
エ
ス
の
ご
復
活
の

喜
び
に
向
か
っ
て
、
一
つ
一
つ
大
斎
節

の
礼
拝
を
大
事
に
重
ね
、
喜
び
に
満
ち 

た
主
の
御
復
活
を
お
祝
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

 

２
月
～
３
月
の
予
定  

◆
２
月 

25
日
㈰ 

大
斎
節
第
２
主
日 

27
日
㈫ 

聖
書
に
学
ぶ
会
（
旧
約
） 

 

◆
３
月 

1
日
㈭ 

主
教
デ
イ
ビ
ッ
ド 

2
日
㈮ 

聖
書
に
学
ぶ
会
（
旧
約
） 

4
日
㈰ 

大
斎
節
第
３
主
日 

5
日
㈪ 

３
月
逝
去
者
記
念
礼
拝
（
聖
餐
式
） 

6
日
㈫ 

聖
書
に
学
ぶ
会
（
新
約
） 

7
日
㈬ 

殉
教
者
パ
ペ
チ
ュ
ア
と
仲
間
た
ち 

11
日
㈰ 

大
斎
節
第
４
主
日 

12
日
㈪ 

主
教
教
会
博
士
グ
レ
ゴ
リ
ー 

13
日
㈫ 

聖
書
に
学
ぶ
会
（
旧
約
） 

16
日
㈮ 

聖
書
に
学
ぶ
会
（
旧
約
） 

17
日
㈯ 

主
教
パ
ト
リ
ッ
ク 

18
日
㈰ 

大
斎
節
第
５
主
日 

19
日
㈪ 

聖
ヨ
セ
フ
日 

20
日
㈫ 

聖
書
に
学
ぶ
会
（
新
約
） 

21
日
㈬ 

主
教
ト
マ
ス
・
ク
ラ
ン
マ
ー 

25
日
㈰ 

復
活
前
主
日 

26
日
㈪ 

復
活
前
月
曜
日 

27
日
㈫ 

復
活
前
火
曜
日 

 
 

 
 

聖
書
に
学
ぶ
会
（
旧
約
） 

28
日
㈬ 

復
活
前
水
曜
日 

29
日
㈭ 

聖
木
曜
日 

30
日
㈮ 

聖
金
曜
日
（
受
苦
日
） 

31
日
㈯ 

聖
土
曜
日 

 
 ◆

４
月 

1
日
㈰ 

復
活
日 
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男
子
会
だ
よ
り 

（
２
月
） 

 
２
月
の
男
子
会
は
、
例
年
ご
近
所
の 

日
本
基
督
教
団
洗
足
教
会
と
の
交
流
会 

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
大
斎
研 

修
の
後
に
共
に
食
事
を
し
、
引
き
続
い 

て
交
流
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
大
斎
の 

研
修
テ
ー
マ
「
み
言
葉
の
礼
拝
」
に
つ 

い
て
説
明
を
し
ま
し
た
ら
、
教
団
の
教 

会
で
は
聖
餐
式
が
月
に
一
回
の
み
で
、 

他
の
主
日
は
同
じ
よ
う
な
「
み
言
葉
の 

礼
拝
」
を
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
永 

年
そ
の
形
式
で
行
な
っ
て
い
る
の
で
、 

主
日
に
教
会
へ
行
く
の
は
当
然
で
、
聖 

餐
式
の
あ
る
日
と
他
の
主
日
で
人
数
は 

変
わ
ら
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。 

皆
で
自
己
紹
介
を
行
な
い
、
信
仰
歴 

や
感
想
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
当 

日
の
参
加
者
は
男
子
会
11
名
、
洗
足
教 

会
か
ら
は
6
名
で
、
若
い
東
神
大
の
学 

生
と
昔
の
三
光
教
会
を
ご
存
じ
の
方
な 

ど
が
お
い
で
に
な
り
ま
し
た
。
交
流
会 

の
後
は
、
会
館
の
喫
茶
で
美
味
し
い
ケ 

ー
キ
と
暖
か
い
お
茶
を
頂
き
、
心
も
お 

腹
も
満
足
し
て
散
会
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

記
・
賴 

仰
史) 

    

■
「
植
栽
の
は
た
ら
き
び
と
」
募
集 

‼ 
 

教
会
の
樹
木
と
草
花
の
手
入
れ
に
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
お
声

を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 

鉢
の
会 

 

大
越 

保
正 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

藤
田 

輝
男 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

五
十
嵐
真
知
子 

 

三
光
教
会
・
俳
句
の
集
い 

 

 
 

‐
信
仰
と
風
雅
の
接
点
を
求
め
て
‐ 

 

一
昨
年
の
10
月
に
発
足
し
た
三
光

教
会
・
俳
句
同
好
会
は
、
毎
月
第
３
水

曜
日
午
後
１
時
半
か
ら
教
会
会
館
で
和

や
か
に
集
ま
り
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

最
近
の
活
動
ぶ
り
を
２
月
句
会
の
作
品

を
通
し
て
報
告
し
ま
す
。
（
五
十
音
順
） 

 
 

 

＊ 
 

 

＊ 
 

 
 

ビ
ル
越
し
の
夜
明
け
ほ
の
ぼ
の
春
日
さ

す 
 

 
 

 
 

 
 

 

今
井
香
津
子 

携
帯
に
さ
く
ら
咲
か
せ
る
受
験
生 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
内
田
公
子 

春
立
ち
て
光
と
聖
歌
堂
に
充
つ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

内
田
安
雄 

白
粥
に
小
梅
を
ひ
と
つ
春
の
風
邪 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
石 

坦 

花
の
帯
巻
け
ば
天
使
も
羽
根
休
め 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 

笠
原
立
子 

皆
既
月
食
見
る
の
は
楽
し
風
邪
引
く
よ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

佐
藤
百
合
子 

鬼
よ
来
よ
亡
き
子
の
部
屋
に
豆
を
撒
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

鈴
木 

一 

春
日
和
教
会
ベ
ン
チ
に
語
り
合
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

永
井
康
子 

冬
空
に
首
脳
行
き
交
う
昌
平
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

長
島
公
美
子 

日
当
た
り
の
土
手
に
寝
そ
べ
り
土
筆
摘

む 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

橋
本 

守 

車
窓
で
は
富
士
と
夕
焼
け
競
い
あ
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

藤
田
清
子 

雪
景
色
空
の
青
さ
を
深
め
を
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
澤
清
太 

お
隣
に
門
番
登
場
雪
だ
る
ま 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

吉
川 

晃 

十
字
架
の
輝
き
増
し
ぬ
今
朝
の
雪 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

吉
村
悦
子 

大
寒
や
祈
り
て
耐
え
し
ど
ん
底
を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

吉
村
輝
夫 

 
 

 

＊ 
 

 

＊ 

■ 

俳
句
の
会
で
は
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
世
話
人
の
吉
村

輝
夫
、
吉
村
悦
子
、
吉
川
晃
、
鈴
木
一
ま
で
。 

 
 

     

左
記
の
品
物
を
集
め
て
い
ま
す
。 

▽
書
き
損
じ
の
ハ
ガ
キ 

92
円
切
手
に
交
換
し
て
山
谷
ま
り
や
食
堂

(

路
上
生
活
者
を
支
援
す
る
団
体)

の
郵
便
発

送
に
使
っ
て
頂
き
ま
す
。 

▽
使
用
済
み
の
切
手 

日
本
キ
リ
ス
ト
教
海
外
医
療
協
力
会
の
活

動
資
金
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す 

▽
ホ
テ
ル
や
旅
館
で
も
ら
っ
た
未
使
用
の

歯
磨
き
・
石
鹸
・
髭
剃
り 

山
谷
の
お
じ
さ
ん
達
に
お
渡
し
ま
す
。 

 

礼
拝
堂
入
口
脇
の
箱
に
、
ま
と
め
て 

お
入
れ
下
さ
い
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
し
ま
す
。 

 
 
(

社
会
委
員
会)

 



 

 

お掃除教会のにご協力を 

聖堂内外のお掃除の協力者が

少なくなりました。土曜日の午

前10時から１時間程ご奉仕くだ

さい。ご協力いただける方は直

接参加してください。 

  
はじめて教会にいらした方へ 

礼拝様式に馴れない方は椅子に
お掛けになったままで結構です。 

 礼拝中の献金は、信施金とし 
て伝道のために献げられるも

のです。金額は自由です。 

 わからない点は隣の席の者か

案内係にお聞きください。 

  
礼拝のご案内 

■主日礼拝 
 午前 7:00 早祷・嘆願 

 午前 7:30 聖餐式 

 午前 9:00 ステパノ会 

     (日曜学校)礼拝 

 午前 10:30 聖餐式 

 午後 4:00 夕の礼拝 

■平日礼拝 

月曜日から土曜日までは、

毎朝 6:30 の早祷に引き続

いて聖餐式 
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